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研究成果の概要（和文）：本研究は、青年期発達障害者の自己理解の特徴と特別支援学校教師を対象として、自己理解
の指導実態について調査した。その結果、特別支援学校では小学部段階から高等部段階の発達を考慮しながら取り組ま
れていることや効果測定に課題があることなどが、明らかとなった。さらに、発達障害者を対象とした5段階に分かれ
た自己形成支援プログラムを開発し、その効果について検討され、効果的な支援の在り方について考察された。

研究成果の概要（英文）：The present research examined characteristic of the self-understanding of 
adolescent students with developmental disabilities and the reality of teaching self- understanding to 
students with developmental disabilities. As the result, the contents to promote self- understanding have 
been shown to vary according to the student's development from the elementary, the junior-high, to the 
high school section. It requires establishing effective methods of measurement.It discussed the effective 
of educational practice for self-development of students with developmental disabilities.

研究分野：発達障害心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 青年期発達障害者を対象としては、自己概
念や自尊感情など様々な研究が取り組まれ
てきた。しかし、これら研究では障害種別に
その特性が示される段階でとどまっており、
その成果を教育・支援にいかした方法論の開
発までは到達しておらず、自己の心理学的研
究成果と自己形成という教育実践の融合は
みられなかった。 
そんななか、特別支援教育の分野において
も、キャリア教育の必要性が叫ばれ特別支援
学校などでも取り組まれている。そこでは、
生徒の自己理解の特性や自己形成を考慮し
た実践が取り組まれているとは言い難く、心
理学的な研究成果が十分に反映されていな
い。そこで、本研究では、発達障害者の自己
理解と自己形成という心理学的な観点から、
特性を踏まえた効果的な支援の在り方につ
いて提案する。 

 
２．研究の目的 
 発達障害者の自己理解に関して、その特徴
を明らかにすると同時に、学校や教師を対象
とした調査により学校教育現場で自己理解
の指導をどのように行っているか、現状と課
題について明らかにする。次に、発達障害者
支援で世界最新の取り組みを行っているイ
ギリスの教育現場で調査を実施し、その教育
実践の特徴を明らかにする。最終的には、我
が国の教育現場等で実施可能な自己形成支
援プログラムを開発し、検証することを目的
とする。 
３． 研究の方法 
 本研究は、主に以下の４つの方法で実施さ
れる。 
1)青年期発達障害者を対象とした自己理解と
自己形成に関する横断的研究及び縦断的研
究；主に青年期発達障害者を対象として、自
己理解等の測定を行う。なお、縦断的研究は、
3カ年を予定している。 
2)国内の特別支援学校教師への自己理解及び
自己形成支援の実態と課題に関するアンケ
ート及び面接調査；知的障害特別支援学校教
師を対象として、主に自己理解と自己形成支
援の現状と課題を明らかにするために、アン
ケート調査及び面接調査を実施する。 
3)イギリスの先進的取り組みの視察と教師へ
の面接調査；世界的にも先進的な取り組みを
行っているイギリスの特別支援学校を訪問
し、青年期発達障害者の自己理解や自己形成
支援の在り方について情報収集を行う。 
4)教育現場でのプログラムの開発に向けて学
校教育現場における参与観察と面接調査及
びプログラム開発とその効果検証；プログラ
ムの開発に向けて、教育実践現場での観察や
教師を対象とした面接調査を実施する。そし
て、これまでの総括として、教育現場で適用
可能な自己形成支援プログラムの開発を試
み、その効果について検証する。 
 

４． 研究成果 
主な研究の成果は、以下の 4点である。 
1)青年期発達障害者の自己理解及び自己形
成について；3 カ年の縦断的な研究により、
全体的な傾向として発達障害者の自己理解
は行動面から人格特性に関する内容が増加
しており、発達的な変化が認められると考え
られる。事例的な検討からも、環境の変化が
自己理解に影響を及ぼす可能性も明らかと
なった。また、学力や運動能力といった能力
については他者との比較を行い自らの関係
について理解を深めていると示唆された。3
カ年の縦断的な研究においては、個人差も認
められており、自己理解の発達に影響を与え
る要因などについては、より詳細な分析が必
要と考えられた。横断的研究からは、発達障
害者の自尊感情、自己評価、自己理解等との
関係について明らかとなった。 
2)知的障害特別支援学校教師を対象とした
自己理解と自己形成支援に関するアンケー
ト調査；A 県内の知的障害生徒を対象とした
特別支援学校教師615名を対象として実施し
た。575 名（回収率、93.5％）より回答を得
られた。調査項目は、自己理解や他者理解の
支援頻度と具体的な支援内容、教師が自己/
他者理解を支援するにあたり、必要となる情
報であった。主な調査結果として、自己理解
支援の具体的内容は、肯定的側面の理解、好
みについての理解、苦手さの理解、行動につ
いての理解にまとめられた。自己理解につい
て、現在から未来についての支援はあるもの
の、過去から現在への支援については少ない
ことが明らかとなった。また、友達とかかわ
りながら自己理解を促す観点が意識はして
いるものの、実践につながっていない可能性
やできるようになったことが中心であり、自
分の様々な成長を実感できる支援には十分
につながっていない可能性が示唆された。 
他者理解の支援では、日々の学校生活の中
で、友達の考えや思いについて代弁や、友達
の気持ちについて視覚的な手がかりを活用
しつつ理解を促すといった実際の場面で友
達の気持ちなどを分かりやすく説明するこ
とが支援の中心であることが明らかとなっ
た。なかには、友達の交流場面や特別な支援
場面を設定して他者理解を深める取り組み
もみられた。しかし、他者理解についてはこ
のような限られた方法でしか取り組まれて
おらず、他者理解を促す授業方法の在り方に
ついて探究していく必要があると考えられ
た。教師が必要としている情報については、
実践例についての情報や実態を的確に把握
する方法などが報告されており、具体的な取
り組み内容やアセスメントと障害特性に関
する情報を必要としていることが明らかと
なった。 
教師を対象とした面接調査においても、自
己理解についてはキャリア教育との関係か
ら、進路決定場面で中心に取り組まれている
ことや日々の実践の中で、自分の良さについ



て理解を深め、自己肯定感を育てるように取
り組んでいることが明らかとなった。その一
方、他者理解の支援については、アンケート
調査と同様に、他者の気持ちなどの代弁や解
説が中心であり、それ以外の方法論について
悩んでいることが明らかとなった。 
3)海外の先進的な取り組みの実践として、イ
ギリス・サリー州の Park School などを訪問
し、現地の教員を対象に青年期発達障害者の
自己理解や自己形成の支援について、面接調
査を行った。その結果、知的発達水準や障害
特性、さらにはその生徒のこれまでの経験な
どを考慮して、心理的な支援を展開している
ことが明らかとなった。ただし、自己形成支
援においては、学校卒業後の進路との関係な
どから、自信を失ったり、理想自己と現実自
己のギャップに悩む姿がみられることもあ
り、自己肯定感を抱くことに困難さが生じる
場合も認められていた。発達障害者や軽度知
的障害者の場合は、友人などの他者との比較
などによっても自己形成に影響を受けるが、
なにより自己肯定感を抱けるような支援が
自己形成に関係していくことが明らかとな
った。また、進路決定場面においては、意志
決定力の養成も不可欠であり、自己形成支援
においては意志決定力を併せて育んでいく
ことも重要な課題であると考えられた。 
4)プログラムの開発に向けた学校教育現場
での調査等とプログラムの検証；発達障害者
の自己理解の特性の基づく自己形成支援プ
ログラムの開発に向けて、これまでのアンケ
ート調査や海外での視察、さらには教育現場
での観察や教師を対象とした面接調査、先行
研究の分析等を行った。そして、発達障害者
の自己理解の特性に基づく自己形成支援プ
ログラムの開発を試みた。自己形成プログラ
ムについては、自己理解の状況に合わせて、
およそ以下の5段階に分けて取り組んで行く
ことになった。 
Step1；身体的な感覚を通しての自己理解
の段階。この段階では、他者とのかかわり、
特にペアによる活動を通して、他者への関
心・意識を高めながら、身体的な感覚を通し
た自己理解を深めることが主な目的となる。   
Step2；現在の自分についての理解を深め
る段階。この段階では、自分の名前や性別と
いった基本的な属性にかかわる事柄から自
分自身はどんな性格であるといった内面世
界にかかわる内容までが含まれる。 
Step3;自分の良さについて理解を深める
段階。現在の自分について理解を深めるだけ
でなく、自分の良さについて理解を深めるこ
とが中心となる。そして、自己肯定感を抱け
るように支援していくことになり、この段階
は極めて重要であると言えよう。 
Step4；多面的な自己理解と時間軸形成支
援。自分には、色々な側面があるという多面
的な自己理解を育てることが、良さの次の段
階として求められる。また、過去の自分、現
在の自分、将来の自分といったように現在の

自分だけでなく、過去の自分と比較したり、
将来の自分について夢を描いたりすること
も含む。 
Step5；自分らしさの認識。この段階では、
多面的に自己を捉えたり、時間軸のなかで自
己を捉える力が育ってくるなかで、改めて自
分らしさとは、いったいなんだろう、と自ら
問いただしながら、自分の輝ける側面を認識
し、かけがえのない自分としての意識を深め
る段階となる。 
プログラムについて事例的に検討を行い、
検証したところ、発達障害者の自己理解が深
まる等の一定の成果が示唆された。しかし、
現実自己と理想自己のギャップが大きい時
には、自己形成に向けて課題が残る事例がみ
られた。したがって、理想自己と現実自己の
差が大きい場合に、どのような支援を行うか
といった点について課題が残り、プログラム
の限界についても明らかとなった。 
本研究から、青年期発達障害者の自己理解
に基づく自己形成支援に向けて、自己理解の
発達段階に考慮しつつ、支援内容と関係づけ
ながら検討していくことが可能になると言
える。自己形成にかかわり、海外の視察から
は自己肯定感や意志決定力などが、改めて再
確認された。本研究から、自己理解の発達段
階を考慮したプログラムが作成されたと言
えるが、自己理解は青年期になってから急に
支援をするのではなく、小学生の段階から少
しずつ取り組まれており、支援が大切になる
と言える。 
さらに、今後の展望として、本プログラム
の実施においては、理想自己と現実自己のギ
ャップが大きいほど対応に苦慮する可能性
がある。この背景には、自己肯定感の低さが
影響していると考えられる。今後、こうした
理想自己と現実自己の不一致が大きい事例、
意志決定力に課題のある事例に対する支援
などについても研究を蓄積し、具体的な解決
方法について探究していく必要があろう。 
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